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今回決まったこと

理想的な新人戦の在り方とは，下級生が
チーム背負う機会・準備期間があること

今後やっていくこと

大会規模を見直すために

強化部付き学生が取りまとめる 全関西で1-2年生が5人以下となるチーム数の把握

強化委員が協議
新人戦をオープン参加にした場合に最大でどれ
くらいのチーム数になるかを把握する

大会時期を見直すために

3府県学生・府県総合の推薦方法・大
会時期に関する協議・調整

兵庫 坂井・畑岸・石橋

大阪 長渡・村上・市谷

京都 （先端）山本？

強化委員が協議 協議・調整結果を鑑みて各大会の優先順位の見直し

西日本大会の見直し
西日本大会を5月末から実施すること
については男子学連に提案済み

日学への提言・提案事項 新人戦がインカレの枠取りに関わる仕組みを提案？
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2023/04/25/坂井 
 

関⻄⼥⼦学連の強化を主⽬的とした新⼈インカレ予選 
 
⼤会スケジュールの⾒直し 
4 ⽉末〜５⽉連休  全関⻄選⼿権 
5 ⽉最終週〜6 ⽉１週 ⻄⽇本選⼿権⼤会 教育実習学⽣の⼤会参加 
      ４期制の国公⽴⼤学の試験期間を外す 
6 ⽉２〜3 週の⼟⽇ 新⼈インカレ予選 ４年⽣/３年⽣が教育実習へ出る期間の活⽤ 
      全関⻄のベスト１６で 4 ⽇間の実施 
 
2023 年度カレンダーに配置した場合（これを 2024 年度カレンダーでも実施する必要あり） 
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               全関⻄ 
               全関⻄ 
               全関⻄ 
          全関⻄ 
 
 
     
     全関⻄    ⻄⽇本期間●●●●●● 
     県学⽣           予選①    
     県学⽣       予選②   新⼈インカレ●●●●● 
     県学⽣ 

⻄⽇本期間●●●●●● 
 
 

 

 

 

           

 

 



2023/05/22/常任理事会資料 

強化部長 坂井和明 

 

強化部理事：坂井・長渡・村上・畑岸・石橋・市谷・玉城・平田＿8 名 

から出された意見を単純にまとめたもと 

 

2024年度の1部リーグ編成について 

① 現行通りの１０チーム編成案 

理由 

• 初回の 2022 年度に 1 部と２部の入れ替えが起こるなど下位の競技力が拮抗してきている 

• スポーツ推薦入試等学生募集に力を入れる大学が増えており関西全体の底上げになる 

• インカレの成績が昨年度向上していることを考えると元に戻す根拠がみつからない 

試合実施方法案 

• １巡で上下分割：上位４チーム９＋３＝11 試合、下位６チーム９＋５＝14 試合 

• １巡で上下分割：上位５チーム９＋４＝13 試合、下位５チーム９＋４＝13 試合 

• ２巡：９✕２＝18 試合（国体, 皇后杯を考えると日程的に難しい） 

 

② 従来の８チーム編成に戻す案 

理由 

• 上位と下位の対戦時の点差が大きい 

• 試合数が増えるというよりも怪我のリスクが高まることの方が懸念される 

• 全関西、西日本、新人インカレ予選、県学生選手権、県総合など、経験知をあげる大会は

十分にある 

試合実施方法案 

• ２巡方式：７✕２＝14 試合 

• １巡で上下分割：７＋３＝11 試合（強化の観点から試合数が少ないとされていた） 

 

2023年度の1部リーグおよび入れ替え戦の実施方法について 

① １巡後上位４チームと下位６チームに分離 

→９位と 10 位がそれぞれ 2 部 2 位と 1 位と 1 戦し、勝者が 7 位と 8 位と１戦する 

※2024 年度以降は８チームでの２巡方式＋入れ替え戦は 2 勝方式 

 

今後の検討方法 

① 強化部・競技部合同での討議 

② １部監督会議での討議 

③ 理事会での審議 
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